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代
表
理
事
・
理
事
長　

奥
村　

顕
調

合
掌　

令
和
六
年
の
元
日
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
き
ま
し
て
犠
牲
と
な
ら
れ
ま

し
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
徳
島
県
仏
教
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
篤
い
御
協
護
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
旨
宗
派
の
垣
根
を
越
え
て
営
ん
で
お
り
ま
す
戦
死
戦
没
者
の
慰
霊
法
要
で
す
が
、
遺
族
会
会
員
の

減
少
に
伴
い
、
参
加
者
も
年
を
追
う
ご
と
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
戦
争
が
も
た
ら
す
悲
惨
な
負

の
記
憶
は
消
し
去
り
た
い
の
が
人
情
で
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
は
世
界
平
和
の
実
現
に
向
け
て
必
ず
後

世
に
伝
え
残
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
記
憶
で
も
あ
り
ま
す
。

　

「
平
和
の
塔
パ
ゴ
ダ
」
に
対
す
る
考
え
方
も
、
そ
れ
と
同
様
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
の
存
在
自

体
が
我
々
を
重
圧
す
る
負
の
遺
産
で
あ
る
と
み
る
か
、
そ
れ
と
も
平
和
の
象
徴
と
し
て
存
続
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
か
は
、
個
々
人
の
見
解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
仏
教
の
特
徴
的
な
考
え
方
の
一
つ
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
わ
た
る
因
果

を
説
く
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
耳
目
を
驚
動
さ
せ
る
今
日
の
世
界
の
有
り
様
は
即
ち
、
一
つ
一
つ
の

過
去
の
出
来
事
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
の
無
い
事
実
で
す
。

　

そ
こ
で
私
ど
も
徳
島
県
仏
教
会
は
昨
年
度
、
世
界
平
和
の
実
現
を
志
向
す
る
べ
く
過
去
を
反
省
し
、

い
ま
我
々
が
何
を
為
し
得
る
か
を
考
え
た
、
そ
の
一
つ
の
結
果
が
「
平
和
の
塔
パ
ゴ
ダ
」
を
後
世
に

残
し
て
い
く
こ
と
で
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
の
維
持
管
理
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
く
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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徳島県仏教会
ホームページ

徳島県仏教会
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徳
島
県
仏
教
会　

パ
ゴ
ダ
改
修
に
向
け
た
会
議
に
つ
い
て

　

当
会
所
有
の
眉
山
山
頂
に
あ
る
平
和
記
念
塔
パ
ゴ
ダ
は
昭

和
三
十
三
年
に
徳
島
県
ビ
ル
マ
会
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
平

成
元
年
に
徳
島
県
仏
教
会
に
移
管
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
年
に
は
、
平
和
記
念
塔
パ
ゴ
ダ
五
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
内
外
装
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

数
年
を
経
ず
し
て
雨
漏
り
が
始
ま
り
、
一
階
天
井
板
を
中
心

と
し
て
、
二
階
三
階
に
も
雨
漏
り
の
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
現

在
雨
漏
り
し
て
い
る
一
階
部
分
及
び
、
二
階
三
階
の
ひ
ど
い

部
分
に
つ
い
て
は
早
急
な
修
理
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
理

事
会
を
中
心
と
し
て
県
仏
教
会
役
員
に
よ
り
、
修
理
方
法
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
当
初
の
見
込
み
で
は
、
現
在
県
仏
教

会
で
積
み
立
て
て
い
る
資
金
、
約
五
百
万
円
の
範
囲
内
で
修

理
を
行
う
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト

に
関
す
る
法
律
の
改
正
等
に
よ
り
、
そ
の
範
囲
内
で
の
修
復

が
難
し
い
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
総
会
資
料
と
と
も
に
お
送

り
し
た
通
り
で
す
。

　

令
和
五
年
十
一
月
六
日(

月)
 

イ
マ
デ
ヤ
葵
会
館
に
お
い

て
、
パ
ゴ
ダ
改
修
に
向
け
た
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
奥
村
理
事
長
以
下
単
位
仏
教
会
会
長
な
ど
十
四
名
で
す
。

不
参
加
の
単
位
仏
教
会
か
ら
も
委
任
状
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

二
十
二
の
単
位
仏
教
会
の
う
ち
、
十
七
の
単
位
仏
教
会
が
参

加
す
る
形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

最
初
に
御
法
楽
を
行
っ

た
後
、
パ
ゴ
ダ
改
修
に
つ
い
て
尽
力
さ
れ
、
昨
年
遷
化
さ
れ

ま
し
た
前
副
理
事
長
佐
伯
明
彦
上
人
に
対
し
て
黙
と
う
を
行

い
、
続
い
て
事
務
局
よ
り
こ
れ
ま
で
の
県
仏
教
会
に
よ
る
パ

ゴ
ダ
改
修
に
向
け
た
検
討
過
程
と
、
雨
漏
り
の
現
状
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、
パ
ゴ
ダ
改
修
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。

　

目
標
額
と
金
額
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
目
安
と
し
て
現
在
県
仏
教
会
で
積
み
立
て
て
い
る
積
立
金

を
別
と
し
て
、
一
千
七
百
六
十
万
円
を
集
め
る
方
向
で
一
ヶ

寺
あ
た
り
四
万
円
と
す
る
。

・
集
金
方
法
は
、
単
位
仏
教
会
に
任
せ
る
。

そ
こ
で
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
ヶ
寺
四
万
円
で
集
め
る
と
あ
る
が
、
集
金
期
間
を
決
め

て
欲
し
い
。

・
も
し
お
金
を
集
め
る
な
ら
半
強
制
的
に
集
め
る
く
ら
い
で

な
い
と
集
め
ら
れ
な
い
と
思
う
。

・
改
修
以
外
に
も
、
耐
震
工
事
、
空
調
設
備
を
設
置
な
ど
も

考
え
て
い
き
た
い
。

・
物
価
高
で
現
在
見
積
も
り
を
取
っ
た
ら
も
っ
と
上
が
る
か

も
し
れ
な
い
。

・
あ
る
単
位
仏
教
会
で
は
十
万
集
め
て
も
大
丈
夫
と
会
で
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い
っ
て
い
る
。

・
強
制
的
に
集
め
る
等
の
問
題
で
は
な
い
、
県
仏
で
維
持
管

理
す
る
も
の
で
は
な
い
か
？

・
先
に
一
般
の
方
々
に
寄
付
を
募
っ
て
み
て
は
？

・
県
仏
の
会
費
と
し
て
集
め
て
は
？

・
耐
震
や
空
調
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
ほ
し
い

・
耐
震
に
つ
い
て
は
調
査
に
足
場
な
ど
の
お
金
が
か
か
る
の

で
今
回
は
改
修
の
み
の
方
が
良
い
と
思
う
。

・
二
年
で
四
万
円
を
集
め
て
は
？
五
万
円
な
ど
金
額
を
上
げ

る
の
は
キ
ツ
イ
と
思
う
。

・
単
位
仏
教
会
会
長
か
ら
各
お
寺
と
一
般
に
お
願
い
す
る
の

は
ど
う
だ
ろ
う
？

以
上
が
参
加
者
の
主
な
意
見
で
あ
り
、
約
二
時
間
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
協
議
の
結
果
に
よ
り
以
下
の
方
針
が
決
ま
り

ま
し
た
。

・
四
万
円
を
二
年
で
集
め
る
。

・
趣
意
書
の
作
成
。

・
パ
ゴ
ダ
改
修
に
つ
い
て
の
会
計
、
通
帳
を
別
途
作
成
す
る
。

・
右
記
を
総
会
ま
で
に
整
備
し
て
各
単
位
仏
教
会
に
通
知
す

る
　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
て
各
単
位
仏
教
会
か
ら
文

書
に
て
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
和
記
念
塔
パ
ゴ
ダ
は
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
強
い
決
意
の
元
に
建
て
ら
れ
た
歴
史
的
建
築
物

で
あ
り
、
徳
島
県
を
代
表
す
る
建
物
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け

建
設
さ
れ
た
先
人
の
方
々
の
意
思
を
継
い
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
パ
ゴ
ダ
の
維
持
管
理
の
為
に
徳
島

県
仏
教
会
所
属
寺
院
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
を
仰
ぎ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
助
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

合
掌

眉山パゴダ改修工事の要点
①雨漏り、アスベスト対策のために改修工事を実施するた

め、寺院、一般に対して寄付をお願いする。

②工事費用の見積額が１７６０万円

　内訳：工事用足場　　　　　　￥１，６０６，２３２

　　　　外壁アスベスト除去作業￥８，８２８，０００

　　　　外壁防水塗装　　　　　￥４，８４２，２００

　　　　諸経費　　　　　　　　　　￥７２３，５６８

　　　　消費税　　　　　　　　￥１，６００，０００

③徳島県仏教会所属寺院 1ヶ寺 4万円の寄付を依頼する

④寄付の期限は依頼から 2年後までとする

⑤趣意書など詳細は、各単位仏教会から送られる
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一
般
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団
法
人
徳
島
県
仏
教
会
役
員

理
事
長　
　

奥
村
顕
調
（
西
部
）
法
華
宗
本
覚
寺

副
理
事
長　

木
村
正
知
（
中
央
）
真
言
宗
御
室
派
善
福
寺

副
理
事
長　

萩
岡
裕
明
（
南
部
）
高
野
山
真
言
宗
萬
照
寺

理
事　
　
　

近
藤
龍
彦
（
中
央
）
高
野
山
真
言
宗
東
林
院

理
事　
　
　

藤
野
井
昭
仁
（
西
部
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
福
寺

理
事　
　
　

七
條
誘
信
（
西
部
）
真
言
宗
御
室
派
極
楽
寺

理
事　
　
　

村
田
貴
昭
（
南
部
）
真
言
宗
大
覚
寺
派
圓
福
寺

監
事　
　
　

山
田
弘
真
（
中
央
）
高
野
山
真
言
宗
弥
勒
寺

監
事　
　
　

笹
山
泰
司
（
南
部
）
高
野
山
真
言
宗
大
聖
寺

顧
問　
　
　

岡
部
義
典　
　
　
　

高
野
山
真
言
宗
宝
蔵
院

各
委
員
長

人
権
問
題
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

奥
村
顕
調
（
西
部
）
法
華
宗
本
覚
寺

時
局
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

村
田
貴
昭
（
南
部
）
真
言
宗
大
覚
寺
派
圓
福
寺

広
報
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

谷　

亮
弘
（
南
部
）
真
言
宗
大
覚
寺
派
堀
越
寺

平
和
の
塔
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

新
居
弘
悠
（
中
央
）
真
言
宗
大
覚
寺
派
地
福
寺

社
会
問
題
委
員
会
・
青
少
年
健
全
育
成
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

藤
野
井
昭
仁
（
西
部
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
福
寺

財
務
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

七
條
誘
信
（
西
部
）
真
言
宗
御
室
派
極
楽
寺

県
仏
教
会
の
慶
弔
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
用
紙
は
県
仏
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。http://tokukenbutsu.com

慶
事　

一　

御
住
職
の
結
婚
（
住
職
に
限
る
）
二　

本
堂
の
新
築
及
び
改
築

弔
事　

一　

御
住
職
の
遷
化
（
住
職
に
限
る
）

事務局
だより

戦没者過去帳慰霊法要（９月２６日）

総会（５月２９日）

令和５年行事報告
○５月２３日　　ミャンマー技能実習生による眉山パ

　　　　　　　　ゴダ清掃ボランティア

○５月２９日　　総会

○７月１９日　　美馬東部仏教会戦没者慰霊法要

　　　　　　　　　　　　　　　眉山パゴダにて

○８月１５日　　奉納阿波踊りは台風の影響で中止

○９月２６日　　戦没者過去帳慰霊法要

○１０月２６日　阿南市仏教会戦没者慰霊法要

　　　　　　　　　　　　　　　眉山パゴダにて

○１１月６日　　パゴダ改修に向けた会議

ミャンマー技能実習生による眉山パゴダ

清掃ボランティア（５月２３日）

各行事は県仏 YouTube チャンネルでご覧いただけます


